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研究成果の概要（和文）：本研究では、類別詞（日本語の「個」や「つ」のような語）を持つ言語に関して、以下の2
つの問題を研究した。第一に、日本語では「1個のりんご」の「個」は必ず必要だが、マレー語などでは「個」は必ず
しも必要でない。このような文法的違いはなぜ存在するのか。第二に、類別詞を持つ言語では裸の名詞形（例：学生）
が単一のものも複数のものも指しうる。その一方で、「学生たち」のように複数を表す名詞形も存在する。2つの形式
はどのように使い分けられ、その背景にはどのような仕組みが存在するのか。

研究成果の概要（英文）：This study investigated the following two questions regarding languages with class
ifiers, i.e. words such as ko and tsu in Japanese.  First, while the classifier ko in ik-ko no ringo in Ja
panese is obligatory, the classifier is not obligatory in its Malay equivalent.  Why is there such a gramm
atical difference between the two language types?  Second, in languages with classifiers, bare noun forms 
(e.g. gakusei) can refer to either singular or plural entities.  At the same time, they also have noun for
ms that specifically express plural reference such as gakusei-tachi.  How are these two forms distinguishe
d, and what mechanism is involved to make the co-existence of the two distinct noun forms possible?
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１．研究開始当初の背景 
 Chierchia (1998)を発端とし、類別詞を持つ
言語（例：日本語、マレー語）と類別詞を持
たない言語（例：英語、タガログ語）の違い
が何に起因しているのかについては多くの
研究がなされてきた。これらの研究では，2
つのタイプの言語の相違を、名詞の外延
（Krifka 1995; Chierchia 1998, 2010）や数詞の
外延（Wilhelm 2008）の違いに見出そうとし
た。このような主張の背景には、類別詞言語
では、「数詞が名詞を修飾する際には、必ず
類別詞が介在するものである」という暗黙の
前提が存在する。しかし、そのような前提は
北京語や日本語など研究の進んだ言語では
顕著だが、私が専門とするマレー語をはじめ
とする多くの言語では、数詞が名詞を修飾す
る際に、類別詞の使用は必ずしも義務的では
ない。このような事実から、類別詞が義務的
な言語（例：日本語）と随意的な言語（例：
マレー語）の違いは何に起因するのか，とい
う新たな問題が生じる。この問題については，
時折，「随意的類別詞言語には無形の類別詞
が存在する」と述べられるだけで（Chung 
2000; Csirmaz & Dékány 2010），真剣に扱われ
ることはなかった。 
 私は申請当時の研究で、［類別詞 NP］
（NP：名詞句）の構造が単一体（singularity）
の特性を外延に持つ、すなわち、類別詞の付
く形式は名詞の単数形であると主張した。こ
れに付随して、類別詞言語と非類別詞言語の
違いは基本的数体系にあるという説も提案
した。具体的には、下の図が示すように、類
別詞言語では自然言語の 3 つの基本数範疇、
すなわち単数、複数、一般数（＝単数・複数
を区別しない数）がすべて独立しているのに
対し、非類別詞言語では一般数が他の基本数
範疇と融合されている。 
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類別詞言語がこのような、一般数が独立した
範疇として存在する基本数体系を持つとす
ると、3 つの数の使い分けがどのようになさ
れるのかが問題となる。というのは、一般数
は、単複の区別をしないと同時に、単一体も
複数体も表すことができるからである。単数

名詞と一般数名詞の使い分けについては特
に問題は生じない。まず、日本語やマレー語
のような言語では類別詞が生起する場合に
は、必ず数詞も生起するので，そもそも［類
別詞 NP］という独立した構造があり得ない。
次に、広東語や苗語など［類別詞 NP］が独
立した構造として可能な場合には通常、定か
つ単数の解釈となる点で、一般数名詞との間
に明確な使い分けが存在するということが
私の申請当事の共同研究で分かっていた
（Simpson, Soh & Nomoto 2011）。それに対し、
一般数名詞と複数名詞の使い分けについて
は、「複数であることが重要である場合には
複数形を使う」（Corbett 2000:14）という曖昧
な記述ができる程度で、さらに研究を進める
必要があった。 
 
２．研究の目的 
 上記のような研究の学術的背景に基づき、
本研究では以下の 2点を主要な研究課題に定
め、これらを解明することを目的とした。 
 
 課題１：類別詞が義務的な言語と随意的
な言語の違い 

 課題２：類別詞言語の「複数形名詞」と
数について中立的であるとされる「裸名
詞」の使い分けの実態とその理論的仕組
み 

 
また、マレー語研究の研究基盤整備として、
言語コーパスの整備も目的とした。 
 
３．研究の方法 
 主に、マレー語、日本語、北京語を考察の
対象とした。日本語と北京語については、先
行研究がある程度存在するので、それらを批
判的に検討した。また、他に関連する現象を
持つ、ペルシア語やその他の言語についても
先行研究や文法書に当たった。 
 マレー語、日本語、ペルシア語、北京語に
ついて、先行研究にあたるだけでなく、先行
研究では明らかでない事項を母語話者への
聞き取り調査により、調べた。 
 また、分析に必要なコーパス（特に、デー
タが不足している口語マレー語）の整備も並
行して行った。 
 
４．研究成果 
(1) 課題１：類別詞が義務的な言語と随意的
な言語の違い 
 先行研究の多くは名詞または数詞の意味
の違いに答えを探ってきた。本研究では、こ
れまでほとんど注目されてこなかった、随意
的類別言語における類別詞を含む表現と含
まない表現の意味解釈の違いを手がかりに、
類別詞、名詞、数詞それぞれの意味を明らか
にすることで、類別詞の（不）使用に関わる
言語間の違いがなぜ存在するのかを解明し
た。 
 それによれば、類別詞の核となる機能は単



数の標示であり、名詞や数詞の意味に言語間
の違いは存在しない。言語間の違いが存在す
るのは、「基本的数範疇（単数、複数、一般
数）がどのように区分されるか」、「類別詞の
統語的位置を名詞によって埋めることが可
能か」の 2点が言語間で異なるためであると
結論した。つまり、言語間の差異は意味論で
なく、形態統語論に存在する。類別詞言語と
非類別詞言語の違いは単数が複数、一般数と
形態上、区別されるかどうかによる。区別さ
れる言語では単数が類別詞で標示され、一般
数が無標の形式となる。一方、区別されない
言語では単数が無標で、複数と一般数は同一
の有形の標示を受け、類別詞を持たない。類
別詞が義務的な言語では類別詞の統語的位
置は類別詞でしか埋められない。一方、類別
詞が随意的な言語では類別詞の統語的位置
は類別詞のその位置への（外的）併合または
名詞（の移動）により埋められる。基本的数
範疇の形態的標示法の違いは、種を表す名詞
句の形式を決定することも明らかにした。 
 
(2) 課題２：類別詞言語の「複数形名詞」と
数について中立的であるとされる「裸名詞」
の使い分けの実態とその理論的仕組み 
 2 つの名詞形の使い分けの一つとして、複
数形名詞には定性あるいは特定性に関わる
意味が伴うことが先行研究で知られている。
それに関して、先行研究では定性か特定性か
いずれかであるとしているが、本研究ではそ
のいずれにもなりうるという結論に至った
暫定的な分析としては、これらの意味は複数
標識そのものから生じるのではなく、名詞に
指示性を持たせる統語範疇（D）と数を担う
範疇との間に統語的一致が起こるために生
じると分析した。しかし、この仮説を支持す
る経験的事実は十分でないので、今後議論を
詰めていく必要がある。また、定性と特定性
のいずれにもなるという事実は、Dにこれら
の意味を担う意味的演算子を両方想定する
ような、曖昧性による分析をとった。今後、
定性と特定性について理論的分析を進める
ことにより、曖昧性によらず同じ事実が浮か
び上がってくるような分析を目指す。 
 申請時には当然のものとして前提として
いた、2 つの名詞形の数による違い、すなわ
ち「裸名詞形」だけが数について中立的であ
るという前提について、Kaneko (2013)の指摘
により、再検討が必要になった。そこで容認
性判断実験を行った。その結果、英語などで
一般に用いられてきた、名詞句の数に関する
テストが日本語ではうまく行かないことが
分かった。日本語の複数形名詞の定性・特定
性に関わる性質は、その他の多くの言語の複
数形でも見られるので、同様の問題がそれら
の言語にも生じる。この問題はかなり基本的
な問題であるだけでなく、複数形名詞の意味
の根幹に関わる重要な問題でもある。これに
ついては、継続の科学研究費による研究で取
り組む。 

 
(3) 研究基盤整備 
 マレー語のコーパスの構築を行った。申請
時に手元にあった約 30時間の音声データ（東
京外国語大学 21 世紀 COE「言語運用を基盤
とする言語情報学拠点」（2002−2006年、研究
代表者：川口裕司）で採集したデータ）のう
ち、文字化が済んでいないものを文字化し、
文字化が済んでいるものについては文字化
の再チェックを行い、間違いを修正した。研
究期間中に、すべてのファイルについて、文
字化とチェック 2回を行うことができた。話
し言葉のデータに加え、書き言葉のデータも
新たに入手・収集した。 
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